説教要旨「神の都へ近づく」
聖書：ヘブライ１２章１８－２４
12:18 あなたがたは手で触れることができるものや、燃える火、黒雲、暗闇、暴風、ラッパの音、更に、聞いた人々がこれ以上語ってもらいたくないと願ったような言葉の声に、近づいたのではありません。12:20 彼らは、「たとえ獣でも、山に触れれば、石を投げつけて殺さなければならない」という命令に耐えられなかったのです。

12:21 また、その様子があまりにも恐ろしいものだったので、モーセすら、「わたしはおびえ、震えている」と言ったほどです。12:22 しかし、あなたがたが近づいたのは、シオンの山、生ける神の都、天のエルサレム、無数の天使たちの祝いの集まり、12:23 天に登録されている長子たちの集会、すべての人の審判者である神、完全なものとされた正しい人たちの霊、12:24 新しい契約の仲介者イエス、そして、アベルの血よりも立派に語る注がれた血です。
　憚ることなく、大胆に神の恵みの御座に近づこう。ヘブライ人への手紙は読者に呼びかけます。そのために、人生の重荷、絡みつく罪をかなぐり捨てなければなりませんが、その戦いはまだ始まったばかりで、神は鍛錬して鍛えようとされます。だから、読者は、萎え、弱った足をまっすぐにして前進し、平和と聖い生活を追い求め、不信仰なエサウのようになってはいけないと勧告、命令されます。
　１２章１８-２４で、大胆に恵みの御座に近づこうとする者に、どこに近づこうとしているのか改めて注意を喚起します。前半（１８-２１節）では、私たちが近づこうとしているのではないところ、後半（２２-２４節）では、私たちが目指しているところがどういうところかを語ります。
　まず、私たちが近づこうとしているのではないところについて述べられます。７つの言葉が挙げられています。１、手で触れることができるもの、２、燃える火、３、黒雲、４、暗闇、５、暴風、６、ラッパの音、７、それ以上語ってもらいたくない言葉の声。こういうものに近づいているのではないというのですが、これら一連の言葉でヘブライ人への手紙が念頭においているのは出エジプト記１９章であると思われます。ヘブライ書を学んできて、難しいと感じられた方も多いと思いますが、その理由は、この書が旧約聖書の背景を意識しながら書かれているとことにあると思われます。このところでも出エジプト記に記されている、モーセやその時代のイスラエルの経験が背景にあります。「十戒」という映画を見られた方もあるかもしれませんが、モーセがシナイ山で十戒が記された石の板を受ける場面はあの映画のクライマックスなのです。映画は創作ですが、シナイ山で起きたことは驚くべき出来事であったことは伝わってきたかもしれません。
　出エジプト記１９章に記されているように、神はシナイ山にモーセひとりが登るように命じ、その他のイスラエルは厳しく登ることを禁じられます。シナイ山とイスラエルが留まったところには厳格な越えてはならない境が設けられ、それを越えて行くものはイスラエルも家畜であったても殺されなければならないと神は明言されます。そして、モーセが神から律法を授与されている間、シナイ山はここに述べられているような、とてつもない不思議な情景に包まれます。ラッパはつのぶえの音であったのですが、すさまじい音であったに違いありません。
　このような現象は「神顕」と言われています。神の直接的な現れであって、神の啓示の一方法です。出エジプト記だけではなく、聖書には神の顕現、神顕の場面は数多くありませんが、いくつか記されています。たとえば、アブラハムに神は現れました〔創世記１２章７，１７章１〕、イザヤにも（イザヤ６章１）。それは厳かであり、また、驚くべき、それを経験したものには恐れを抱かざるを得ない世にも稀なる出来事でした。
　しかし、わたしは、このような神の現れ、あるいは神々しさを経験したという人のあることを認めています。今日では、何とかスポットといって、何か自然を超える、人知では計り知れないような不思議な場所が人気を集めているようですが、確かに何か不思議なもの、神的なものを感じる人がいると思っています。それを錯覚だとか迷信だとかと片付けることもできますが、そのような経験をしている人がうそをついているとか、虚構を語っているとして退けることはできません。人間の宗教心は理性を超えて不合理なことを経験することも含まれているのかもしれません。
　ただ、そのような経験は、ヘブライ人への手紙がいう、憚ることなく近づく神の恵みの御座とは違っているということを申し上げたいと思います。そういう不思議な体験は、ここで言う、私たちが近づこうといわれているような、神の臨在の間近とは似ても似つかぬものであり、神の恵みの御座の素晴らしさには比べることはできません。

　ヘブライ人への手紙は、出エジプト記１９章に記される神の顕現は、イスラエルには耐えられないほど恐怖に満ちたものであり、モーセ自身がおびえ、恐ろしいといったとされています〔この引用は申命記９:章１９でシナイ山の場面を思い出して語ったモーセの言葉です〕。
神の顕現は、イスラエルにとっては恐るべき死の危険を感じさせるほどの驚愕するような事件でした。しかし、ヘブライ人への手紙は、私たちが近づこうとしているのはそんな恐怖心とか、気味の悪さとか、不愉快さ、あるいは理解不能の不思議さとは関わりがないと言おうとしているのです。
　ヘブライ１２章２２以下では、９つの言葉を列記して、私たちは大胆に近づこうとしているところがどういうところかを豊かに表現しようとしていると思われます。
1、 シオンの山、２、神の都、３、天のエルサレム、４、天使たちの祝会、５、天に既に登録された長子たちの集会、６、審判者なる神、７、完全とされた義人の霊、８、契約の仲介者イエス、９、アベルの血よりもすぐれた、証言する（イエスの）血。
　ここに記されている９つの言葉（文章）を三つに分類することができるのではないかと思います。まず、１-３で、そこは地上のエルサレムが予示し、指示しているところ、私たちが神のいます御座そのものということができる名前の場所です。地上のエルサレムは変遷極まりない、しかも、何度も破壊されているような都市ですが、神のいますところはそんなところではありません。
シオンはエルサレムの町のある地名でもありますが、とりわけシオンの丘は神殿が建てられた場所です。神殿は神の臨在されるところです。そこに神はいます。神の恵みの御座そのものであり、神の臨在されるところです。４-５は集会として述べられています。天使たちは無数いて、そこで神を讃美しています。天使の主な役割は、神を礼拝し、讃美することです。そして、そのあとに、長子たちが上げられています。長子は、ここでは神の国の相続者たちを指し、女性もあれば、次男、三男も当然含まれています。既に神の国の国籍を獲得し、そこにいるもの、つまり、既に召された、私たちの信仰の先輩たちのことであり、彼らは天使らと共に神を礼拝しています。既に神の恵みの御座近くではこのような天使たちと栄光のうちに入れられた者たちが神の前で喜びの礼拝をささげています。私たちもまたこのような礼拝者の集会に入れられることを期待されています。憚ることなく大胆にそこに行こう。このように呼びかけられていて、私たちが近づこうとしている目的地なのです。気味の悪い、恐ろしい、わけの分からないようなところに私たちは近づいているのではありません。既に私たちのために準備されている集会へ向かっているのです。
　６-９は、ひとことで言えば三位一体の神ご自身が臨在されているところ、そこが神の御座なのだというのです。
　まず第一に、すべての人のさばき主なる神が挙げられています。神は審判者ですが、ここでは御前に集められた人のすべての言動を洗いざらい調べて有罪宣告を下す恐ろしい神ではなく、既にイエス･キリストの貴い血潮によって罪許されたものをさばく方ですから、無罪を宣告し、御座に憚ることなく近づくことを認めてくださる恵みに満ちた方としてのさばき主です。
　第二は、完全な者とされた義人の例が挙げられていますが、個々の贖われ、無罪とされた者の霊魂を指しているというのが第一義的な意味であるといえます。同時に、そうするようにされるのは聖霊の働きですから、言わずもがなに取り上げられているのは聖霊であり、聖霊固有の働きを思い起こさせます。第三位格の聖霊もまた神のみ座に臨在されておられます。
　第三に挙げられているのはイエス･キリストです。ここでは、契約の仲保者として語られています。キリストは新しい契約の一方の代表者として、神と契約を結ばれます。これが新約といわれている契約です。キリストは契約の代表者として、つまり私たちを代表して、神にご自身の贖いのみわざを通して、救い主として立ってくださいます。神の恵みの御座では、私たちを確実に近づけてくださいます。
　第四に、血が挙げられています。アベルの血とは創世記４章８-１０、ヘブライ１１章４に記されていますが、彼は信仰の人として生き、不幸にもカインに殺害されました。しかし、その信仰によって彼は神に受け入れられたのですが、イエス･キリストの血はアベルの血よりもすぐれているといわれます。キリストの十字架の血はアベルの血よりも価値があります。アベルの血は自分自身を清めるだけでしたが、イエス・キリストの血はあらゆる罪ある人の罪を洗い清める血です。この血が、私たちの近づいて行きつつある神の御座におかれています。
　アベルの血よりも立派に語る、といわれていますが、イエス・キリストの血は私たちがそれによって贖われ、罪許され、神と和解されていると宣言する役割も担っています。イエスの血は私たちが神の前に憚ることなく、近づいていると公言してくれています。そこを通過して、私たちは神の恵みに満ちた御座に近づいていけます。私たちの人生の終わりが来て、そのとき、この血が私たちの行くべき門を明らかに示してくれています。
　このように三位一体の神が神の恵みの御座に行こうとする私たちを招いていてくださいます。神の顕現が恐怖に陥らせるようなことはいっさいありません。
　今や、私たちが近づこうとしている神の御座は何の妨げもありません。また、恐怖心、あるいは驚愕、奇妙さ、その他いろいろわけの分からない感情とは無縁です。何の妨げもなく、わだかまりもなく、そこには大胆に近づいて行けます。(この項おわり)
